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令和７年度 大田区区民協働推進会議（第３回） 

 

日時：令和７年９月４日（木） 

場所：本庁舎 11階第３・４委員会室 

【議題】 

１ 令和８年度実施事業［新規］チャレンジ助成・チャレンジプラス助成審査員・審査スケジュー

ルについて 

２ 令和８年度実施事業［継続］スタートアップ助成、ステップアップ助成、チャレンジ助成、チ

ャレンジプラス助成 審査員・審査スケジュールについて 

３ 令和７・８年度調査研究について 

４ その他 

【出席者】 

委員：中島、藤本（有）、石垣、濱住、浜、阿部、藤本（崇）、近藤、村田 

事務局：地域未来創造部長、区民協働・多文化共生担当課長、区民協働・多文化共生担当係長、

区民協働・多文化共生担当１名 

【会議要旨】 

⚫ 会議の開催 

牛山副会長、安武委員、久保委員、島田委員 欠席 

出席者が過半数に達したため大田区区民協働推進会議運営要綱第６条の規定に基づき、会

議は有効に成立 

 

⚫ 令和８年度実施事業［新規］チャレンジ助成・チャレンジプラス助成審査員・審査スケジ

ュールについて 

［事務局説明］ 

令和７年度実施チャレンジプラス助成テーマは「大田区で働く「福祉のしごと」魅力発信事

業」であり、昨年度２団体を採択し、現在事業実施中である。 

令和８年度のチャレンジプラス助成テーマは「大田区のものづくり魅力発信事業」に決定し

ている。大田区はものづくりのまちということで欠かせない資源の一つではあるが、人材不足

になっているため、子供たちや次世代の方たちに広く魅力を伝えていき、大田区のものづくり

をよりよい形で継承していくことはできないかと産業振興課から提案を受けた。 

チャレンジ助成は、テーマを設定せずに区民活動団体の方たちが普段やっている事業よりもさ

らにチャレンジングな新しいものに対して２００万円を上限に、助成させていただく事業である。

以上の２つを令和８年度実施分として今回募集する。 

令和７年10月７日に募集説明会を行い、ここを皮切りに１か月間、11月５日まで申請書を受けつ
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ける。申請を締め切り後、11月下旬から書類審査期間を設け、その後１月中旬頃にプレゼンテーシ

ョン審査を実施する。団体の応募数によっては平日に面接審査を行う。面接審査後、２月の区民協

働推進会議で候補団体を諮り、区長決定後、仮内定を行う。 

［浜委員］ 

チャレンジプラスで手を挙げた方たちが横の連携ができるようにアドバイスをしていただ

きたい。 

チャレンジプラス助成について、上限は250万円だが、下限はあるのか。例えば１、２団体

だけではなく、細かく50万円ぐらいずつ５、６団体とかの採択方法も可能性としてあるのか。

250万円だと団体によっては年間の事業規模より大きいものになってしまうこともある。 

［濱住委員］ 

今年度も魅力発信ということでふわっとしたテーマだと第一印象を受けた。 

今回のテーマはものづくりで、目的は製造業の人材確保につながるようなということにな

ると区民活動団体で思い浮かぶところがない。助成の情報が伝わりやすくなるように配慮す

るとともに区としても何かやっていただきたい。 

［中島会長］ 

高齢化社会でデジタルに疎い人もたくさんいるため、紙を通してのプレスを設けることも

大切である。 

［藤本（有）委員］ 

ものづくりという言葉だけ出てしまうと工場かなと思われるが、子供たちを少し強く出し

ていく、例えばキッザニアとかの職業体験のようなことをしながら、物流や食料品のお店など

を経験することで職業に興味を持っていくということが目的となる。子供向けにやっている

区民活動団体はたくさんいるかと思うので、メッセージの出し方を少し具体的にしていただ

けると良い。 

地域力応援基金以外に横の部署との連携は区民協働担当で押さえておいてほしい。縦割り

ではなく、横串を指す必要がある。 

［藤本（崇）委員］ 

城南信用金庫は大田区内に15店舗構えており、発祥の地がほぼ大田区ということで中小企

業のお客様がいるが、人材不足は非常に重要な問題である。また、物価が上がり賃金も上がっ

ているため、辞めさせないために給料を上げており、人材確保は難しく、廃業を考えている方

も結構いる。子供向けのイベントもありだと思うが、課題解決に直結はなかなか難しい。 

大田区ですばらしい例が、下町ボブスレーという事業であり、中小企業の魅力が集約されて

いる。そのため、下町ボブスレーのように何か事業の提案が出てくることを期待したい。 

［近藤委員］ 

ものづくりに強く引っ張られてしまうと限定的な内容になってしまうので、広い意味で大
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田区ものづくりというのをベースに置きながら、地域からみんなで大田区を盛り上げていけ

るように広く捉えてもらえる説明をした方が良い。無理やり押し付けても続かないのでみん

なが自然な形で問題意識をもって、参加できるような雰囲気を作っていければと思う。 

［事務局回答］ 

チャレンジ助成・チャレンジプラス助成の募集説明会に委員の方たちもお時間があれば参

加いただき、ご意見を出したり、アイディアを持ち帰ったりしていただきたい。 

チャレンジプラス助成の下限はない。また、５、６団体が新たな団体を作り、１団体として

申請というのも構わないし、どこかの団体が主となり、他は連携先として入っていろんな取り

組みを年間やっていく中で１事業という形の見せ方も可能。１団体に採択で助成金が入ると

いう構図自体は変えられないが、そこにいろんな団体が連携してやっていくということを念

頭にどこかの団体が応募するというのは構わない。 

 

⚫ 令和８年度実施事業［継続］スタートアップ助成、ステップアップ助成、チャレンジ助成、

チャレンジプラス助成 審査員・審査スケジュールについて 

［事務局説明］ 

 令和７年度に実施しているスタートアップ、ステップアップ、チャレンジ、チャレンジプラスは

最大２年継続して助成を受けることができる。希望制だが、令和７年度新規で受けている団体が

同じ事業を来年度も継続して助成金を受けて実施したいと申出があった場合の継続審査に関わる

予定を示す。 

上限額はスタートアップ助成が１５万円、ステップアップ助成が３０万円、チャレンジ助成が１

５０万円、チャレンジ助成が１８７万円である。 

審査は書類審査のみである。12月下旬から１月下旬が申請期間であり、書類審査は令和８年２月

中旬頃を予定している。書類選考の内容は令和８年３月末の区民協働推進会議で提示し、区長決

定により採択する。 

 

⚫ 令和７・８年度調査研究について 

［事務局説明］ 

調査テーマは、この場で決定とまでは至らないが、この前から少し修正し、仮題で「地域力応援

基金事業を活用した団体からみる持続可能な地域活動の方向性」である。 

地域力応援基金の助成事業は平成21年から行っており、延べで360を超えてくる。しかし、区民

協働事業でつながっている団体は把握できているが、団体どのような変遷を遂げているかという

ところまで把握に至っていない。また、団体活動を辞めてしまっている現状もある可能性があり、

そのために必要だった支援、ニーズはお金以外にもあるのではないかということを調査し、より

活性化させていく施策や事業のヒントをつかめるのではないかと思い、テーマを提示している。 

ヒアリングを通して、事業の変遷のようなものを図り、それに必要な中間支援や事業の在り方を
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あぶりだしていけたらと思う。 

本会では議論しつくせない部分を何名かの委員を指名し、分科会で出てきたヒアリングの内容

や方向性を本会で共有する形を今年度も取らせていただく。 

［浜委員］ 

地域力応援基金助成金後の検証が絶対に足りていないと思っていたため、検証するということ

はすごく意味があると思う。そのため、アンケートやヒアリング調査以外にも助成した団体がど

う変遷しているかというデータ分析みたいなことも多くなっているのではないかと思う。 

持続可能かどうか、実際はどうだったのかというのは検証してみないとわからないのでぜひ積

極的にヒアリングをしていただけたらと思う。 

スタートアップで助成をもらった団体がうまく次の継続ができているかというのが一番心配で

ある。調べていく経過などご一緒できればと思う。 

［中島会長］ 

助成金をもらった人たちが新しくやる人達のために説明をしたり、指導をしたりしながら役割

を果たすという循環社会になれば良いと思う。 

［藤本委員］ 

私自身もＮＰＯ活動をやっており、継続することの大変さを身に染みて感じている。助成金を活

用された団体も何が良かったのか、何が足りなかったのかという分析力は団体ごとに違うかと思

う。調査のみで終わることなく、団体のミッションやビジョンがきちんと明確になっているか、活

動自体がロジックとして周りの方に提示できるようなものなのか、運営資金や助成金がなくなっ

た後でどうやって活動資金をゲットしていくのか、人材を確保することも含めて明確にできる力

があったほうが活動も継続していくかと思う。そのような力を養えるような仕組み、サポートが

必要な方もたくさんいらっしゃるかと思うので、調査だけに終わらず、その後、小さな取り組みが

消えないような何かを残せたらと思う。 

［藤本（崇）委員］ 

お金を貸すときにお客様の現状を確認し、何に使うのかを確認する。その後のトレースを行い、

残念ながら倒産したなどの結果も統計室で取っている。平成27年から助成しているとなるとかな

り前に助成した人に急にアンケートが来ることになると悪いことをしたのか、見られているのか

と思ってしまう。助成金が出てから事業終了直後に聞くのが一番本音の言葉を話してもらえるの

かと思うが、質問の定義、次につなげるためには具体的に何のアンケートを取るのか、何をヒアリ

ングするのかが大事。 

中小企業に対して今売上はどうですか、何か困っていますかと聞くと１ランク上の答えを出し

てしまう。助成をもらったけど失敗したというのはなかなか言いづらいことではあるので、それ

をどう引き出すようなアンケートの取り方、項目をきちんと決めるのが一番重要かと思う。 

［事務局回答］ 

中間支援の部分で言うと、小学校や中学校、児童館や保育園との結びつきが弱いと話を伺ってい
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る。区民協働としてそれぞれの立場の中で地域活動のマッチング、中間支援をしていきたい。 

安易にアンケートをとると欲しい答えが全然得られないという結果になってしまうため、次回

は、アンケートのたたき等をお示しした中で調査研究の中身や進め方、本当に欲しい答えという

ものを議論し、今年度中に方向性を示したいと思う。 

⚫ その他 

［事務局説明］ 

第４回は12月頃を予定している。 

区民活動コーディネーター養成講座を一般の区民の方に応募していただき、現在20数名で受講

していただきながら、全10回カリキュラムをやっている。今後必要な人材になるであろう方たち

の発掘と育成を目的に講座を実施している。座学中心ではなく、10月に講座内でイベントを企画

して運営していくものも間にあり、自らが主体的に動くことを学んで仲間づくりを講座を通して

実現していく。動画やホームページでも実績の報告を載せている。 

 

 


